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＊詩子のつぶやき＊ 
Vol.9 『山本食堂』  

 

 巷では、タニタ食堂が人気ですが、山本食堂もなかなかのも

のです。助産院のご飯は、ありふれた食材を使って簡単！美味し

い！美しい！が基本形。調理の優美ちゃんはじめ、助産師スタッ

フもみんな料理上手です。定番の乾物は、助産院の食材の中

でも多く登場します。切り干し大根やヒジキ、シイタケ、クコの

実、慣れてしまえば簡単簡単、楽々です。最近のお気に入りは、

季節の混ぜご飯です。夏の定番お気に入りは、トウモロコシごは

ん！！最近のトウモロコシは歯にくっつきにくく、とても甘みがあっ

てサクサクした歯ごたえがあり美味しくて何杯でもいけそう。 

私は季節の食材をなんでも混ぜご飯にしてみます。 

春は筍ご飯、夏はだだ茶豆ご飯、秋はクリご飯、冬はさつま芋

ご飯、空豆、グリンピース、ヒジキ、キノコ、大根の葉、桜の塩漬

などなど。その他にも季節の物だったら何でもよく合っておいしい

のです。お米も丹念に研いで水に浸し・・・・ざるに上げて丁寧に

扱います。もうそれだけで「ふっかふか、つやつや」のご飯が炊きあ

がります。別茹でした季節の食材を少しのお塩と共にさっくりと

混ぜ合わせて出来上がりです。他に浅漬けのお野菜と具だくさ

んのお味噌汁があれば完璧！！炊き込みご飯よりずっと簡単で

す。食は身体を作る・・・・・・お産を通してそんなことを実感して

います。気軽に助産院ご飯が食べられるような、山本食堂をい

つの日にか実現できたらうれしいな。 

助産師も楽しいけれど、食堂のおかみさんも私には合っているか

も。  

 

 今年も暑い夏になりそうですね。熱中症にならないようにこまめな

水分補給と一緒に少しの塩分補給もお勧めします。冷えは万病の元で

すから、冷たいものをとりすぎないようにも注意してくださいね。 

皆様にとって楽しい夏の思い出がたくさんできますように…！ 

 

 

 

☆★☆スタッフな日々 ☆★☆ 
～事務・託児 久保田千栄～  

 

 

小田原市にある積善会看護専門学校の男子学

生、古川尚です。助産院は出産するところで女

性ばかりなので男性は居づらい場所だと思って

いました。しかし、実習で見学させてもらいｱｯ

ﾄﾎｰﾑな雰囲気で心地よく過ごせる場所だと思い

ました。旦那さんや友人が出産に立ち会うこと

ができ赤ちゃんが産まれる感動を味わえたり、

お母さんが子どもを産む大変さを知ることがで

きるため、私は今回助産院を知ることができ、

自然な状態で子供を出産することが素敵である

と思い、自分の時は立会いたいと思いました。 

 

 
 

助産院で事務業務とﾏﾀﾆﾃｨｸﾗｽの託児を担当
しています。託児は旧助産院の頃からです
のでかれこれ 12 年程になります。初めの頃
は息子や助産師さんのお子さんも一緒だっ
たので”火曜日はたくさん子供が遊びに来
る日“と息子は思っていたようです。初め
てお子さんを預けるママは、お子さんと同
様少し不安なようです。でも、大丈夫！帰
る頃には子供達のほとんどがそれなりにす
ごせるようになっています。そしてクラス
から戻ってきたママに『もっと遊びたかっ
た、帰りたくない！』と言われると『この
子にとって少しばかり楽しい時間を過ごせ
たのかな？』と嬉しい気持ちになります。 

  
 

 

看護学生のたまごより♪ 

 

助産院レシピ☆ 

 


